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~
室
蘭
市
で
「
大
洗
の
観
光
と
物
産
展
L

{
ガ
¥
去
る
竹
月
刊
ば
巴
か
ら
川
内
巴
ま
で
の

~
3
日
閤
¥
丸
井
今
井
室
蘭
支
百
ア
階
催

内
事
場
で
開
か
れ
ま
し
だ
。

~
こ
れ
は
¥
室
蘭
開
港
叩
年
・
市
制
施

~
行
苅
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
¥
室

ザ
蘭
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
清
水
市
を
は

~
じ
め
¥
フ
工
リ
i
で
結
ば
れ
て
い
る
市

}
町
村
ガ
行
っ
た
も
の
で
す
。

~
こ
の
観
光
と
物
産
展
に
¥
大
洗
町
観
光

}
協
会
ハ
石
井
藤
吉
郎
会
長
〉
ガ
参
加
し
¥

~
室
蘭
士
山
民
の
万
C
大
変
喜
ば
れ
ま
し
だ
。

観
光
と
物
産
震
は
¥
観
光
協
会
¥
J

A
大
洗
¥
商
工
観
光
課
職
員
ガ
町
の
観

光
を
P
R
0
さ
つ
ま
芋
を
初
め
¥
し
ら

す
茶
漬
¥
焼
き
は
ま
ぐ
り
¥
昧
つ
け
あ

わ
び
・
さ
ざ
え
¥
ソ
フ
ト
あ
さ
り
¥
と

こ
ぶ
し
あ
わ
び
¥
磯
あ
わ
び
¥
か
つ
を

う
め
¥
慌
塩
う
め
等
の
大
洗
特
産
自
を

販
売
し
ま
し
だ
。

中
で
も
人
気
の
あ
つ
だ
の
は
¥
さ
つ

ま
芋
¥
パ
ブ
ん
崩
壊
で
奥
様
方
の
財
布

の
ひ
も
ガ
固
く
て
も
¥
蒸
し
疋
て
の
さ

つ
ま
芋
を
試
食
¥
味
の
畏
さ
に
摺
れ
込

み
大
勢
の
奥
様
達
、
ガ
翼
い
求
め
て
い
ま
~

し

た

。

ん

室
蘭
市
と
大
洗
冊
、
ガ
大
型
フ
工
リ
~

に
よ
っ
て
結
ば
れ
は
や

8
年
目
¥
年
々
市

そ
の
業
績
を
伸
ば
し
¥
今
や
北
海
道
と
~

関
東
塵
域
を
結
ぶ
物
流
の
大
動
脈
と
な
~

っ

て

い

ま

す

。

日

こ
う
し
た
観
光
と
物
産
展
の
開
催
に
~

よ
り
¥
大
勢
の
室
蘭
市
民
の
皆
さ
ん
ガ
ヤ

大
洗
を
訪
れ
、
ま
だ
¥
当
町
の
農
水
産
~

物
等
々
が
重
に
¥
広
く
北
海
道
に
流
通
}

さ

れ

る

こ

と

で

し

ょ

う

。

~

hv
室

蘭

港

4議，. 
惨

テフ
|エ
フ。リ

カ|
ツ友
ト好
都
市
の
発
展

fj 
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歳

時

記

汁
賦
U
ナ
ス

今
年
の
ボ
ー
ナ
ス
は
、
か
木
枯
ら
し

ボ
ー
ナ
ス
。
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
景
気
を
反
映
し
て
、
あ
ま
り
パ

ツ
と
し
な
い
よ
う
で
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
年
末
の

楽
し
み
は
ボ
ー
ナ
ス
。
ラ
テ
ン
語
で
、

か
よ
い
も
の
。
と
い
う
意
味
だ
そ
う

で
す
。ボ
ー
ナ
ス
は
、
年
末
と
六
月
ご
ろ

の
こ
回
支
給
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
こ
れ
は
日
本
独
特
の
風

習
で
、
金
と
一
審
れ
の
物
入
り
の
と
き

に
合
わ
せ
て
、
支
給
し
た
の
が
始
ま

り
の
よ
う
で
す
。

一
口
に
ボ
ー
ナ
ス
と
い
っ
て
も
、

ボ
ー
ナ
ス
を
出
す
側
と
受
け
取
る
側

と
で
は
、
多
少
考
え
方
が
違
う
よ
う

で
す
。出
す
側
に
と
っ
て
は
、
業
績
へ
の

貢
献
に
対
す
る
功
労
報
奨
的
な
も
の

で
あ
り
、
ま
た
企
業
業
績
の
成
果
の

配
分
と
し
て
の
「
賞
与
」
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
受
け
取
る
側
と
し
て
は
、

生
活
費
の
一
部
と
し
て
の
当
然
の
給

与
で
あ
る
「
期
末
手
当
」
「
年
末
手
当
」

と
い
う
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
は
も
う
一
つ
別

の
ボ
ー
ナ
ス
と
い
う
一
言
葉
を
茸
に
し

ま
す
。
ボ
ー
ナ
ス
制
度
と
い
っ
て
、

市
指
地
に
建
物
を
建
て
る
と
き
、
一

定
面
積
の
空
き
地
を
確
保
す
る
と
、

容
積
制
限
や
高
さ
制
限
が
緩
和
(
ボ

ー
ナ
ス
)
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
年
末
年
始
は

ボ
ー
ナ
ス
が
出
る
な
ど
し
て
経
済
が

活
発
に
な
る
と
と
も
に
、
事
故
や
士
事

件
が
多
発
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
警
察

庁
で
は
十
二
月
初
旬
か
ら
一
月
中
旬

ま
で
、
「
年
末
年
始
特
別
警
戒
」
を
行

い
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
正

月
を
過
ご
す
た
め
に
、
事
故
や
事
件

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
年
末
年

始
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。



らあ

清
元
大
、
縄
開
長

治
太
監
よ
れ
ゾ
表
彰
さ
れ
る

が
誕
生
す
る
や
、
地
域
住
民
の
強
い
要

望
を
担
い
同
年
ロ
月
日
日
初
代
の
大
洗

町
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
昭
和
部
年
臼
月
日
目
に
退
任

さ
れ
る
ま
で
、

6
期
引
昨
年
の
永
き
に
一
回
一

っ
て
地
方
自
治
の
確
立
と
大
洗
町
の
発

展
の
た
め
、
献
身
ご
努
力
さ
れ
ま
し
た

こ
と
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
均
し
く
認

め
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

教
育
・
建
設
・
産
業
・
教
育
福
祉
・

消
防
・
港
湾
・
衛
生
・
水
道
・
観
光
・

原
子
力
等
々
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て
の

功
績
に
対
し
、
こ
の
た
び
自
治
大
臣
よ

り
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第252号 (2)

去
る
日
月
5
白
、
全
盟
都
市
会
館
に

於
い
て
、
地
方
自
治
行
政
の
功
労
に
よ

り
加
藤
清
元
大
洗
町
長
が
塩
川
正
十
郎

自
治
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤
清
元
町
長
は
、
昭
和
泊
年
日
月

3
日
町
村
合
併
促
進
法
に
基
づ
き
、
磯

浜
町
と
大
賞
町
が
合
併
し
新
生
大
洗
町

L百お

去
る
9
月
初
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
、
大

洗
町
叫
議
会
議
長
田
口
三
代
誇
さ
ん
(
悶
)

に
、
勲
六
等
単
光
旭
日
章
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
四
日
さ
ん
は
、
昭
和
弘
年
日
月
3
臼

地
域
住
民
か
ら
推
さ
れ
大
洗
町
議
会
議

員
に
当
選
さ
れ
て
以
来
、
死
亡
に
よ
り

退
職
さ
れ
る
ま
で
の
問
、

4
期
ロ
年
9

ヶ
月
間
の
永
き
に
わ
た
り
議
会
に
議
席

を
有
し
、
町
発
展
の
た
め
尽
く
さ
れ
ま

お王子成4年12月7日

認 闘関
富事誕
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水戸地震変通安金

運転競技会

官
安
全
運
転
競
技
会
水
一
戸
地
底
大
会
が
教
習
所
の
コ

i
ス
を
使
用
し
て
の
S
字

去
る
日
月
初
日
、
水
戸
第
一
ム
自
動
車
学
カ

i
ブ
・
縦
列
駐
車
な
ど
の
運
転
実
技

校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
技
術
や
安
全
確
認
の
審
変
を
厳
し
い
検

こ
れ
は
、
水
一
戸
地
区
交
通
安
全
運
転
査
員
が
採
点
す
る
な
か
一
生
懸
命
取
り

管
理
者
協
議
会
が
、
運
転
者
の
安
全
組
ま
れ
ま
し
た
。

運
転
技
術
の
向
上
と
、
交
通
安
全
意
本
町
よ
り
出
場
の
動
燃
大
洗
に
勤
務

識
の
高
揚
を
図
り
、
地
域
の
交
通
安
全
し
て
い
る
、
大
谷
義
昭
さ
ん
(
男
子
の

に
寄
与
す
る
た
め
、
行
っ
て
い
る
も
の
部
)
、
麻
生
早
苗
さ
ん
・
渡
部
志
津
江

で

す

。

さ

ん

(

女

子

の

部

)

が

、

そ

れ

ぞ

れ

臼

頃

各
市
町
村
か
ら
選
ば
れ
た
選
手
が
、
の
安
全
運
転
の
成
果
を
発
揮
し
、
総
合

男
子
部
門
及
び
女
子
部
門
に
分
か
れ
、
得
点
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

学
科
(
交
通
法
令
・
安
全
知
識
等
)
と
選
手
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
0

1
花
を
楽
し
む
l
i
i
i
i
i
i

「
|
大
識
の
菊
ま
つ
争
開
催

瀬弘掴臨面回同一F一一町議離蕗鱗器棚翻路内詳細…F 一一一M 鍋

第
6
回
大
洗
の
菊
ま
つ
り
が
、
去
る

叩
月
話
回
か
ら
日
月
日
日
ま
で
、
大
洗

神
社
境
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
盆
養
叩
鉢
・
福
助
印
鉢
・

だ
る
ま
印
鉢
・
懸
崖
5
鉢
・
盆
栽
却
鉢
・

ク
ッ
シ
ョ
ン

5
鉢
な
ど
1
年
間
菊
愛
好

家
に
よ
っ
て
丹
精
を
こ
め
て
作
ら
れ
た

総
数
制
鉢
が
境
内
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
々
は
、
見
事
に
咲
い
た
菊

の
花
に
思
わ
ず
足
を
止
め
、
素
晴
ら
し

き
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

大
洗
町
長
賞

大
洗
町
議
長
賞

大
洗
町
教
育
長
賞

大
洗
町
商
工
会
長
賞

大
洗
町
観
光
協
会
長
賞

茨
城
県
観
光
協
会
長
賞

富

施

進

福
田
英
明

清
宮
母
耳
目
司

栗
田
敏
行

鴨
川
正
雄

藤
沼
勝
次

ー
故
盟
関
一
ニ
代
議
氏

「
l

勲
六
等
じ
叙
せ
ら
れ
る

し
た
。そ
の
問
、
昭
和
位
年
日
月
6
日
清
廉

潔
白
な
性
格
と
優
れ
た
指
導
力
が
認
め

ら
れ
全
議
員
よ
り
推
挙
さ
れ
議
会
副
議

長
に
就
任
、
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
活

躍
。
平
成
3
年
日
月
6
日
議
会
議
員
の

改
選
と
同
時
に
そ
の
実
力
と
識
見
が
高

く
評
儒
さ
れ
全
議
員
の
推
薦
に
よ
り
、

第
ロ
代
大
洗
町
議
会
議
長
に
就
任
、
住

民
の
福
祉
向
上
に
身
を
挺
し
て
尽
く
さ

れ
、
そ
の
卓
越
し
た
手
腕
は
議
会
関
係

者
は
勿
論
の
こ
と
一
般
町
民
の
皆
さ
ん

が
均
し
く
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
、
氷
年
に
わ
た
る
ご
功
績
が
今
回

叙
勲
の
対
象
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

謹
ん
で
、
ご
箕
福
を
お
析
り
い
た
し

ま
す
。

口
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
清
揚
門
U
H
U

町
高
年
者
ク
ラ
ブ
(
沼
山
己
会
長
)

で
は
、
去
る
日
月
2
日
町
老
人
憩
の
家

ゲ

l
ト
ボ

i
ル
コ

i
ト
の
清
措
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
常
日
頃
利
用
し
て
い
る
コ

ー
ト
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
清
掃
作
業

を
行
っ
た
も
の
で
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
朝
早
く
か
ら
清

捕
用
具
を
手
に
集
ま
り
、
作
業
に
汗
を

流
し
、
た
ち
ま
ち
落
ち
葉
の
山
が
で
き
、

コ
i
ト
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
焼
却
さ
れ

る
煙
が
立
ち
上
っ
て
い
ま
し
た
。

大
洗
酌
叫
が
表
彰
宮
れ
る

県
税
徴
課
鐘
由
民
市
町
村

平
成
4
年
茨
城
県
税
務
功
労
者
表
彰

式
が
、
去
る
日
月
刊
日
県
公
館
で
行
わ

れ
、
大
洗
町
が
個
人
県
民
税
の
徴
収
優

良
市
町
村
と
し
て
、
竹
内
藤
男
茨
城
県

知
事
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
方
の
納
税

に
対
す
る
意
識
と
率
先
し
て
納
税
さ
れ

た
事
に
よ
る
も
の
で
す
。

税
は
、
地
方
公
共
団
体
の
重
一
要
な
自

主
財
源
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
納
税
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

人
権
週
間
に
よ
せ
て

目
月
4
B
か
ら
初
日
ま
で
は
人
権
週

間
で
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
お
年
ロ
月
刊
臼
国
際

連
合
総
会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採

択
さ
れ
た
日
を
記
念
し
て
始
め
ら
れ
た

も
の
で
、
本
年
は
M
H

回
目
に
あ
た
り
ま

す。
国
民
の
基
本
的
人
権
は
憲
法
に
よ
っ

て
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
権
週
間

は
、
こ
の
基
本
的
人
権
を
よ
り
一
層
大

切
に
す
る
よ
う
改
め
て
考
え
て
み
る
た

め
の
週
間
で
す
。

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
自
己
の
権
利
・

利
益
の
み
を
主
張
し
て
他
人
の
立
場
を

か
え
り
み
な
い
と
い
う
自
己
中
心
的
な

考
え
や
行
動
に
よ
り
人
権
を
侵
害
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

人
権
は
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
他
人

に
も
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
お
互
い
に

相
手
の
立
場
を
考
、
え
て
豊
か
な
人
間
関

係
を
つ
く
り
ま
し
さ
つ
。

水

戸

地

方

法

務

局

茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

，γ---， 

審

備
しー

一
、
オ
ー
ブ
ン
ワ
ゴ
ン

(
5
万
円
相
当
)

夏
海
小
学
校
設
備
と
し
て

神
山
町
1
4
1
5

菅

谷

隆

殿

神
山
町
2
1
2
4

井
上
明
彦
毅

一
、
教
材
ど
デ
オ

6
本

(
6
万
円
相
当
)

小
中
学
校
の
教
材
と
し
て

鹿
島
建
設
側
関
東
支
社

小
林
敬
二
殿

一
、
バ
ケ
ツ
臼
偲

(
2
万
7
千
5
百
円
相
当
)

町
営
慕
地
墓
参
照
と
し
て

東
宏
会
会

長

鴨

川

一

成

殿

一
、
雑
巾
肌
枚

第
一
中
学
校
清
掃
用
と
し
て

明
券
会
会
長
高
橋
兼
土
口
殿

一
、
ス
リ
ッ
パ
加
傾

一
、
サ
ッ
カ
ー
用
ゼ
ッ
ケ
ン
お
枚

一
、
ボ

i
ル
義
理
か
ご

i
個

(
ロ
万
円
相
当
)

夏
海
小
学
校
設
備
と
し
て

夏
海
婦
人
会

代
表
池
田
き
よ
子
殿

一
日
北
海
を
よ
く
す
る
会

代

表

矢

作

貞

明

殿

第
7
分
自

代

表

深

作

勝

男

殿

一
¥
基
準
点
測
量
盤

i
基

(
叩
万
円
相
当
)

夏
海
小
学
校
教
材
と
し
て

成
田
釘
1
4
7
4

米
川

&大洗町の人権擁護委員さん

…
、
制
万
円
也

大
洗
町
奨
学
資
金
と
し
て

磯
浜
町
制
番
地
の
加
1
2

糊
沼
口
工
務
庖
出
口
誠
霧
殿

一
、
山
万
円
也

大
洗
町
社
会
福
祉
基
金
と
し
て

水
戸
市
備
前
町
6
番
問
号

立
正
佼
成
会
殿

一
、
清
掃
用
モ
ッ
プ
山
本

磯
浜
小
体
育
館
清
掃
局
と
し
て

大
洗
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

部

長

鈴

木

勇

次

殿

l
A口忍、

殺

年
金
を
受
ぜ
一
る
の
賦

中
l
お
年
寄
り
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

国
民
年
金
制
度
は
、
厚
生
年
金
や
の
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
る
こ
と

共
済
組
合
な
ど
公
的
年
金
の
基
礎
と
が
大
切
で
す
か
ら
、
納
め
忘
れ
の
な

し
て
、
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ
か
に
も
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害

者
に
な
っ
た
と
き
に
は
障
害
基
礎
年

金
、
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に

は
、
問
歳
未
満
の
子
供
な
ど
が
い
る

妻
と
子
は
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
自
営
業
な
ど
の
第
一
号
被

保
険
者
は
、
国
民
年
金
の
独
自
給
付

と
し
て
寡
婦
年
金
・
付
加
年
金
・

死
亡
一
時
金
を
受
け
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。基
礎
年
金
の
額
は
、
受
給
者
の
生

活
を
支
え
る
た
め
に
、
日
常
生
活
の

基
本
的
部
分
を
ま
か
な
え
る
水
準
と

さ
れ
て
お
り
、
大
洗
町
で
も
多
く
の

方
が
、
表
の
と
お
り
年
金
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎
月

響
i

l
冨
民
年
金

Q
a
A

Q
(問
)
自
営
業
の
人
も
二
階
建
て
年

金
が
受
け
ら
れ
る
と
聞
き
ま
し

た
が
?

A
(答
)
そ
れ
は
「
国
民
年
金
基
金
」

で
す
。こ
の
制
度
は
、
自
営
業
な
ど

の
人
(
第
一
号
被
保
検
者
)
に
も

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
並
み
の
二
階
建
て

年
金
を
保
障
し
、
よ
り
蒙
か
な

老
後
を
実
現
す
る
た
め
に
平
成

三
年
五
月
に
制
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
の
希
望
で
加
入
す
る
年

金
制
度
で
す
が
、
税
制
頂
で
優

遇
さ
れ
る
な
ど
国
に
よ
り
特
段

の
措
置
が
さ
れ
て
お
り
、
公
的

な
年
金
制
度
と
い
、
え
ま
す
。

〈
国
民
年
金
基
金
制
度
の
、
乏
な
特
長
〉

1
、
由
民
年
金
加
入
者
の
方
に
も
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
な
み
の
老
後
保
障
を

実
現
。

2
、
ご
要
望
に
お
応
、
え
で
き
る
年
金

設
計
。

3
、
有
利
な
運
用
で
年
一
回
ボ

l
ナ

年
金
だ
よ
り

。大洗町の国民年金。

人口…...・H・..…，，~....・H ・...........20，985人

65 歳以上人口・H・H・"~""'" .……………・・ 3，300人
被保険者....・H ・'"・H ・….......・a・.，…..5，587入

(うちサラリーマンの奏 1，333入)
受けている年金
1.老齢{主主礎)年金
2. 襲撃筈(主主縫)年金
3.遺族(基礎)年金
4.福祉(老鈴 a障害)年金
ふ死亡一持金

1，041，44宮，600円
61，316，100p:j 
37，236，000p:j 
159，619，200p:j 
2，146，500円

2，901人
75人
55人
306人
20人

サ
一
金
持
リ
V
〆

ば

金

制

年

ゴ

州

問
J

定
年

h

礎
強
引
新
h
J
M一健

三
塁
‘
J
C
紙
切
J
山塞

時
書

4
川
可
書
戸
市
叫
族

隣

趨

ぷ

除

噛

知

選

ス
給
付
。

(
C
型
を
除
く
)

4
、
掛
金
は
全
額
「
社
会
保
険
料
控

除
」
に
。

5
、
将
来
受
け
取
る
年
金
に
も
「
公

的
年
年
金
等
控
除
」
の
対
象
に
。

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

茨
城
県
国
民
年
金
基
金

水
戸
市
大
町
一
一
一
l
四
l
一二六

大
前
ビ
ル
内

電

話

出

i
4
7
9
7

※
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
納

期
限
ま
で
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。
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鱒鰹

「
愛
し
て
ま
す
ノ
大
洗
」
を
テ

i
マ

に
回
大
洗
町
商
工
産
業
祭
が
去
る
、
日

月
3
日
マ
リ
ン
タ
ワ

l
脇
埠
頭
用
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
日
時
大
洗
高
校
マ

l
チ
ン
グ
バ

ン
ド
の
演
奏
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
華
や
か
に
開
始
。
盤
投
目
商
工
会

青
年
部
長
・
小
松
崎
商
工
会
長
・
竹
内

町
長
よ
り
式
典
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。続
い
て
、
平
成
5
年
期
の
年
賀
(
は
が

き
「
大
洗
海
岸
の
初
日
の
出
」
の
初
刷

鶏
呈
式
が
行
わ
れ
、
関
東
郵
政
局
郵
務

部
長
よ
り
竹
内
町
長
と
涼
画
作
家
の
小

野
誠
一
郎
さ
ん
に
年
賀
は
が
き
の
初
刷

り
が
贈
皇
き
れ
、
ま
し
た
。

も百らおお

E

覇地調

年

覇関!こ露目

(3)第252号

平成

満水

操作

請
水
多
喜
氏
(
七
白
)

大
洗
町
磯
浜
町
六
八
九
一
一
番
地

地
方
自
治
の
発
展
に
幅
広
く
貢
献
さ

深
作
伊
佐
男
氏
(
六
九
)

大
洗
町
成
問
町
一
一
一
二
五
番
地

永
年
に
わ
た
り
、
消
訪
業
務
に
従
事

会
場
は
、
朝
早
く
か
ら
た
く
さ
ん
の

人
々
が
詰
め
か
け
、
米
消
費
拡
大
事
業

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
、
茨
城
特
産

キ
ヌ
ヒ
カ
リ
(
日
均
)
が
当
た
る
米
抽
選

所
に
は
長
い
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

や
き
そ
ば
、
焼
き
い
も
、
お
で
ん
、

飲
料
水
等
の
各
模
擬
底
。
地
元
産
の
は

ま
ぐ
り
を
初
め
、
さ
つ
ま
芋
、
さ
ん
ま
、

衣
料
品
、
玩
具
な
ど
の
販
売
所
で
は
、

こ
の
日
の
た
め
に
用
意
し
た
サ
ー
ビ
ス

口
聞
が
関
宿
と
と
も
に
ま
た
た
く
間
に
売

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ス
マ
ー

ト
ボ

l
ル
田
丸
太
落
と
し
(
丸
太
の
上

で
ま
く
ら
を
使
っ
て
相
手
を
落
と
す
)
・

サ
イ
コ
ロ
ゲ

l
ム
や
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
号
・
一

バ
ー
コ
ー
ド
バ
ト
ラ

i
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
、
た
く
さ
ん
の
子
供
達
が
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
大
洗
高
校
マ

i
チ

ン
グ
ド
リ
ル
、
か
わ
い
い
明
石
保
育
園

児
の
演
奏
、
荒
磯
太
鼓
の
披
露
、
柳
家

れ
て
こ
ら
れ
た
、
元
大
洗
町
議
会
議
員

の
清
水
多
喜
さ
ん
は
、
そ
の
ご
功
績
に

よ
り
勲
五
等
に
叙
せ
ら
れ
、
瑞
宝
章
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

清
水
さ
ん
は
、
昭
和
初
年
間
磯
浜
町

の
当
時
、
地
域
伎
民
か
ら
推
さ
れ
て
初

の
女
性
議
員
と
し
て
当
選
、
昭
和
白
年

町
村
合
併
に
ま
り
大
洗
町
議
会
議
員
と

な
り
通
算
6
期
出
年
間
の
、
氷
き
に
わ
た

り
議
員
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
問
、
自
ら
の
強
い
信
念
で
一
貫

し
て
教
宥
行
政
、
福
祉
行
政
、
環
境
衛

生
行
政
等
に
尽
力
さ
れ
、
大
洗
町
立
第

二
中
学
校
同
第
三
中
学
校
を
統
合
し
、

し
消
防
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
、
元
大
洗
町
消
防
団
副
団
長
の

深
作
伊
佐
男
さ
ん
は
、
そ
の
ご
功
績
に

よ
り
勲
六
等
に
叙
せ
ら
れ
、
…
早
光
旭
日

章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

深
作
さ
ん
は
、
昭
和
幻
年
夏
海
村
警

防
団
員
を
拝
命
以
来
、
平
成
3
年
刊
月

訂
日
副
分
団
長
を
勇
退
さ
れ
る
ま
で
の

弘
余
年
に
わ
た
り
消
防
一
筋
に
生
き
郷

土
を
災
害
か
ら
守
る
寸
前
人
」
と
し
て

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
問
、
昭
和
訂
年
ロ
月
副
団
長
に

就
任
、
常
に
社
会
の
近
代
化
に
伴
う
各

獲
の
災
窓
口
に
対
処
す
る
に
は
機
動
力
の

は
ん
治
さ
ん
(
落
語
家
)
の
落
語
に
会

場
に
は
笑
い
が
あ
ふ
れ
で
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
産
業
祭
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

の
抽
選
発
表
が
あ
り
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

を
初
め
と
す
る
豪
華
景
品
の
当
選
番
号

が
決
ま
る
と
、
会
場
で
は
一
喜
一
憂
す
る

姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
中
央
公
民
館
・
文
化
セ
ン

タ
i
で
は
、
第
四
回
大
洗
町
芸
術
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
、
書
道
・
美
術
・
写
真
・

俳
句
・
詩
・
短
歌
・
い
け
ば
な
・
趣
味
の

コ
ー
ナ
ー
等
に
、
こ
の
日
の
た
め
に

1

年
間
努
力
さ
れ
作
ら
れ
た
、
総
数
1
、
0

0
2
点
の
作
品
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

発
表
の
部
で
は
、
日
本
舞
踊
・
民
謡
・

民
舞
・
新
舞
踊
・
音
楽
会
・
吟
詠
剣
詩

舞
・
茶
会
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人

達
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
、
詩
人
山
村
暮
烏
の
縁
で
結

ぼ
れ
て
い
る
「
文
化
友
好
の
町
L

の
群

馬
町
よ
り
多
数
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

文
化
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

名
称
を
南
中
学
校
と
し
て
整
備
、
以
来

本
町
の
小
中
学
校
(
6
校
)
を
防
音
校
舎

に
建
て
替
え
、
ま
た
、
一
連
の
町
営
住

宅
建
設
事
業
、
上
水
道
建
設
事
業
、
ゴ

ミ
焼
却
場
建
設
等
々
、
教
育
民
生
常
任

委
員
、
同
副
委
員
長
と
し
て
大
き
な
事

業
推
進
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

更
に
、
通
算
幻
年
聞
の
永
き
に
わ
た

り
農
業
委
員
を
務
め
ら
れ
、
農
業
の
進

行
発
展
に
尽
力
し
、
農
地
の
効
率
的
な

利
用
を
囲
る
た
め
の
謂
整
、
農
業
経
営

の
合
理
化
、
近
代
化
、
生
産
力
の
推
進

に
カ
を
注
が
れ
た
功
績
は
、
誠
に
大
き

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

強
化
が
最
重
要
課
題
と
考
慮
し
、
全
分

間
に
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
配
備
し
、

分
間
詰
所
の
新
改
築
、
水
利
の
確
保
の

た
め
に
消
火
栓
及
ぴ
防
火
水
槽
の
建
設

設
置
の
事
業
推
進
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
の
た
め
犠
牲
的
精
神
を
も
と
に

奉
仕
し
て
き
た
そ
の
抜
群
の
郷
土
愛
の

精
神
と
豊
富
な
体
験
を
活
用
し
、
部
下

回
員
を
完
全
に
掌
握
し
一
糸
乱
れ
ぬ
統

率
指
導
力
は
高
く
評
価
さ
れ
、
身
の
危

検
を
も
顧
み
ず
窓
先
難
に
赴
く
そ
の
勇

姿
は
金
団
員
の
士
気
を
高
揚
し
、
全
輔

の
信
頼
と
敬
服
の
的
と
な
っ
て
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。

認
鵡
j
翻
ず
ぬ
潮
時
鰯
議
ー!
ぬ

w
b
議

固
た
く
さ
ん
の
参
加
希
望
申
込
者
の
中
か

ら
捌
人
が
参
加
。
好
プ
レ

l
珍
プ
レ
ー

に
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
参
〆
加
者
の
皆
さ
ん
は
ゴ
ル
フ

プ
レ
ー
を
通
し
て
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金

を
行
い
、
一
二
六
五
、
一
一
二
四
円
を
社
会
福

祉
事
業
に
と
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

プ
レ
ー
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

o
一
般
の
部

優

勝

梅

原

弘

行

(
M
M

・M
M
)

萌
ヘ
リ
ア

準
優
勝
山
崎
満
(
出
・
必
)
円

第
3
位
荘
司
芳
雄
(
m
M
-
M
H
)

月

第
6
田
町
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大

O
シ
ニ
ア
・
女
子
の
部

会
が
、
去
る
刊
月
四
日
大
洗
ゴ
ル
フ
ク
優
勝
関
根
久
子
(
M
H

・
錦
)
鞠
へ
リ
ア

ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
準
優
勝
飯
塚
恨
太
(
担
・
何
回
)

H

今
回
で
6
聞
を
数
え
る
大
会
に
は
、
第
3
位
秋
山
腕
春
(
円
ザ
印
)

H

U
図
回
目
園
田
固

l

第
幻
回
家
庭
婦
人
パ
レ
!
ボ

i
ル

大

優

勝

い

わ

ふ

ね

ク

ラ

ブ

会
が
、
去
る
日
月
1
日

町

総

合

運

動

公

準

優

勝

コ

ス

モ

ク

ラ

ブ

国

体

育

館

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

第

3
位

ひ

ま

わ

り

ク

ラ

ブ

毎
日
家
事
や
育
児
に
と
忙
し
い
生
活

の
中
で
、
練
習
に
励
ん
だ
お
母
さ
ん
の

ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
が
随
所
に
あ
ら
わ
れ

応
援
に
か
け
つ
け
た
家
族
の
声
援
を
受

け
て
、
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
て
い
ま

し
た
。試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

A
ブ
ロ
ッ
ク

優

勝

オ

リ

i
ブ
ク
ラ
ブ

準

優

勝

大

洗

ク

ラ

ブ

第
3
位
ア
ッ
プ
ル
ク
ラ
ブ

B
ブ
ロ
ッ
ク
(
敗
者
チ
ー
ム
)

ー

周

囲

第
9
田
町
民
テ
ニ
ス
大
会
が
、
去
る

刊
同
月
刊
日
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
秋
空
の
下

コ
i
ト
い
っ
ぱ
い
に
白
熱
し
た
プ
レ
ー

を
展
開
し
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優
勝
芝
沼
・
庄
弓
組
(
原
研
大
洗
)

準
優
勝
長
谷
川
・
玉
木
組
(
大
洗
テ

ニ
ス
)

第
3
位
米
川
・
寺
内
組
(
フ
リ

i
)

l
包

囲

図

このたび、秋の叙勲で当問から、

清水さんと深作さんが栄えある叙

勲を受けられました。

おニ方のこの栄誉は私達郷土の

誇りでもあり、衷1[;¥より敬意とお

祝いを申し上げ、併せて今後益々

のご活躍を期待して止みません。

お

ら

銀ド
後
藤
亀
宗
選

屋
根
を
議
る
刷
毛
の
先
ま
で
秋
日
和

髭
釜
清
水
拡
一
朗

〔
評
〕
大
秋
晴
の
一
目
、
屋
根
の
塗
り

替
を
し
て
い
る
。
日
光
が
燦
々
と
ふ
り

そ
そ
ぎ
、
訟
一
り
た
て
の
ペ
ン
キ
に
、
は
ね

返
っ
て
舷
し
い
。
屋
根
の
上
の
作
者
を

つ
つ
む
秋
日
和
を
、
一
点
に
集
約
し
て

刷
毛
の
先
ま
で
と
言
っ
た
処
が
上
手
い
。

鶏
臼
和
遠
く
の
も
の
の
光
り
け
り

髭

釜

川

崎

京

子

〔
評
〕
鳴
が
頭
上
に
来
て
高
音
を
張
っ

て
い
る
。
こ
れ
も
秋
培
、
秋
日
和
の
勾
。

秋
は
大
気
が
澄
み
、
立
日
や
光
が
よ
く
透

徹
す
る
季
節
で
、
秋
高
し
、
秋
澄
む
の

季
語
が
あ
る
。
遠
く
の
屋
根
か
、
或
は

自
動
車
か
、
小
さ
な
光
が
驚
く
稼
の
鋭

き
で
限
を
射
た
の
で
あ
る
。
時
間
の
古
里
聞

と
鋭
光
と
が
秋
空
の
中
で
響
き
合
っ
て

い
る
の
だ
。

し
ん
が

η殿
も
し
か
と
定
ま
り
鳥
渡
る

明
神
町
小
松
崎
十
古
流
れ
藻
の
ど
っ
ぷ
り
浸
り
秋
徽
雨

〔
評
〕
殺
か
白
鳥
か
、
中
秋
の
大
空
を
東
光
台
、
し
大
川
た
か

渡
っ
て
い
る
。
一
一
泌
を
先
頭
に
所
誇
雁
す
れ
違
ふ
秋
雨
傘
を
傾
げ
て
は

行

し

て

い

る

の

だ

が

、

最

後

尾

の

一

羽

髭

釜

川

上

弘

も
一
群
の
安
全
飛
行
を
確
認
し
つ
つ
あ
霊
前
に
供
へ
余
り
し
菊
の
花

る

か

の

よ

う

に

定

位

還

を

保

ち

つ

つ

朔

角

一

前

涼

青

嵐

ん
で
い
る
。
先
頭
は
勿
論
、
殿
の
こ
の
山
繰
る
前
の
粧
ひ
と
も
思
ふ

一
羽
も
目
指
す
越
冬
地
へ
草
稿
詮
す
る
迄
夏
海
大
賞
千
代
子

の
大
事
な
役
呂
を
駆
っ
て
い
る
の
だ
。
.
孝
行
の
娘
を
見
た
り
菊
の
前

今
B
よ
り
は
B
本

の

雁

ぞ

ら

く

に

寝

蔵

前

回

山

佳

成

よ

一

茶

背

負

は

れ

て

石

段

登

る

七

五

三

む

て

も

ぎ

桜

道

真

由

静

子

郁
子
ひ
と
つ
椀
り
て
く
れ
し
別
れ
か
な

t秋
惜
し
む
夜
雨
の
句
会
と
な
り
に
け
り

新

町

加

藤

宗

一

開
明
神
町
田
中
勝
校

〔
評
〕
別
れ
ぎ
わ
に
、
門
口
に
一
定
わ
せ

虫
切
の
法
螺
貝
ひ
び
く
冬
の
晴

た
蔓
か
ら
都
子
を
一
つ
も
ぎ
取
っ
て
手
-

明
神
町
小
松
崎
美
代

渡
し
て
呉
れ
た
の
で
あ
る
。
主
と
客
で

黄
落
の
や
む
い
と
ま
と
て
な
か
り
け
り

あ
る
作
者
と
の
照
に
往
来
し
た
一
俄
の

髭
釜
岸
根
世
間
予

郁
子
の
実
が
美
し
く
そ
の
間
柄
を
物
語

山
嵐
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
し
坂
落
葉

っ
て
い
る
。
郁
子
は
あ
け
ぴ
に
似
た
甘

蔵
前
荒
川
恵
久
子

い
果
実
J

揺
れ
そ
ろ
ふ
ひ
ま
な
き
嵐
に
秋
桜

髭

釜

稲

田

富

穏

走
り
書
せ
し
霞
手
紙
身
に
入
み
て

磯
浜
浅
田
見
道
子

赤
と
ん
ぼ
杭
一
本
を
基
地
と
し
て

開
明
神
町
白
田
い
ち
ろ
う

散
策
の
肩
叩
か
れ
し
木
の
実
か
な

祝

町

今

川

畏

静
さ
に
一
枚
二
枚
降
る
落
葉

祝

町

今

川

う

め

運
動
会
ど
ん
尻
の
児
と
自
が
合
へ
り

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

〔
評
〕
前
書
き
に
孫
の
幼
稚
園
運
動
会

に
て
、
と
あ
る
。
ど
ん
尻
の
孫
を
哀
れ

と
田
ゅ
う
の
は
祖
父
心
で
あ
る
。
幼
な
児

は
ど
ん
尻
を
走
ろ
う
が
、
先
頭
を
切
ろ

う
が
、
そ
ん
な
事
に
は
頓
着
は
な
い
。

秋
の
揚
光
の
下
、
大
勢
の
声
援
を
受
け

て
元
気
に
走
れ
る
こ
と
が
誇
り
な
の
だ
。

そ
れ
ぞ
れ

夫
々
に
思
い
の
巽
な
る
自
と
自
が
白
線

の
上
で
一
一
瞬
の
火
花
を
散
ら
す
。

お
で
ん
屋
の
一
輪
挿
し
ゃ
後
の
月

永
町
桜
井
政
士
口

〔
評
〕
十
三
夜
の
月
を
賞
で
て
の
そ
ぞ

ろ
歩
き
に
冷
え
込
ん
だ
体
を
街
角
の
お

で
ん
震
に
入
れ
る
。
お
で
ん
の
湯
気
の

中
の
小
さ
な
一
輪
挿
し
に
自
を
遊
ば
せ

な
が
ら
酒
盃
を
口
に
運
ん
で
い
る
の
だ
。

持
さ
れ
て
い
る
の
は
、
月
見
で
の
一
、
二

本
で
あ
ろ
、
70

磯
宮
の
句
碑
に
入
り
た
る
冬
日
か
な

新
町
岸
和
白
和
子

〔
評
〕
冬
の
太
陽
が
機
宮
の
社
頭
に
建

つ
大
き
な
句
碑
の
蔭
に
か
く
れ
た
。
眼

下
に
広
が
る
海
原
か
ら
の
冬
自
の
反
射

が
句
碑
の
光
背
の
よ
う
に
嫁
い
て
、
句

碑
も
境
内
も
荘
厳
さ
を
一
層
深
め
た
よ

う
で
あ
る
。
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去
る
、
羽
月
紅
白
午
前
9
時
お
分
頃

大
洗
・
旭
・
水
戸
環
境
衛
生
組
合
、
粗
大

ご
み
処
理
施
設
、
破
砕
機
室
よ
り
突
然

大
音
響
と
共
に
爆
発
が
発
生
、
粗
大

ご
み
供
給
コ
ン
ベ
ア
の
一
部
、
破
砕
機

ダ
ク
ト
上
部
、
第
一
コ
ン
ベ
ア
の
一
部
等

の
設
備
が
吹
き
飛
び
破
損
し
ま
し
た
。

更
に
、
排
出
装
道
、
排
出
シ
ュ

i
ト、

爆
風
フ

i
ド
、
爆
風
排
気
装
置
な
ど
が

破
損
し
、
運
転
不
能
の
状
態
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
不
燃
物
の
中
に
家
庭
用
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
入
っ
て
い
た
こ
と

が
原
田
で
、
破
砕
の
際
残
留
ガ
ス
が
噴

出
し
引
火
爆
発
し
た
と
忠
わ
れ
ま
す
。

幸
い
、
職
員
に
怪
我
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
修
理
に
、
約
2
ヶ
月
聞
か
か

る
予
定
で
す
。

不
燃
物
(
燃
え
な
い
)
ご
み
を
出
す

時
は
、
き
ま
り
を
守
っ
て
下
さ
い
。

な
お
、
ご
み
の
減
量
化
に
も
ご
協
力

を
お
頼
い
い
た
し
ま
す
。

也、らあおお平成4.1手12fl7臼

キ
リ
ス
ト
の
耕
地
え
を
碁
に
、
幼
児

教
育
を
行
っ
て
い
る
、
社
会
福
祉
法

人
共
愛
福
祉
会
恵
泉
保
育
関
(
蓮
実
静

校
関
長
)
の
創
立
町
周
年
記
念
式
典
が

去
る
日
月
訪
日
間
闘
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

恵
泉
保
育
園
は
、
初
代
の
重
笑
い
つ

菌
長
先
生
が
「
地
域
の
子
ど
も
達
に
愛

を
」
の
精
神
で
、
昭
和
ロ
年
別
荘
を
借

り
受
け
間
関
。
そ
の
後
、
同
協
会
の
増
改

築
、
昭
和
的
年
道
路
拡
張
工
事
の
た
め

現
在
地
に
移
転
新
築
し
、
数
多
く
の
卒

園
生
を
社
会
に
送
り
だ
し
て
い
ま
す
。

今
年
で
創
立
日
年
を
迎
え
、
実
行
委

員
会
を
発
足
、
式
典
や
記
念
誌
の
発
行
、

教
材
・
設
備
の
充
実
等
、
記
念
事
業
を

行
っ
た
も
の
で
す
。※寅った業者等に引き取ってもらってください。

霊~
式
典
は
、
物
故
者
の
黙
緯
で
始
ま
り
、

加
部
東
佑
貢
笑
行
委
員
長
が
「
伝
統
あ

る
恵
泉
保
育
閣
の
第
一
回
卒
園
生
と
し

て
誇
り
に
思
っ
て
い
る
」
と
挨
拶
。
重

笑
顔
長
の
式
辞
の
あ
と
、
題
児
遠
に
よ

る
賛
美
歌
と
閤
歌
が
斉
唱
さ
れ
、
関
歌

作
詞
者
の
小
沼
幸
一
郎
(
大
貫
町
6
8

6
)
さ
ん
他
、
間
協
力
者
と
永
年
勤
務

さ
れ
た
職
員
に
対
し
て
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
竹
内
町
長
が
「
恵

泉
保
育
閣
が
地
域
の
子
ど
も
の
幸
せ
の

為
、
更
に
発
展
さ
れ
る
よ
う
」
祝
辞
を

述
べ
、
記
念
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

@ブロック・土砂

@発泡スチロール
@引火性スプレー等で爆発の危換性
のあるもの
@鴻{ろう引)ダンボール
@塩ピ、プラスチック類
@農業用塩ピ、プラスチツクシート
@農業用空缶、農業用残澄
@ドラム缶、ベイント用空缶
@スプリング入りマット類
@医療系廃棄物 @家屋解体材

@タイヤホイル @鉄線
@ワイヤロープ
@漁網、貝殻等

@タイヤ

躍も
@バイク CIT;出火器

@廃油

@パッテリー

ー
キ
ャ
プ
テ
ン
欝
藤

一

司

灼

ω厄
が
肌
版
記
日
出
@
目
マ
シ
b

「
|
|
品
販
謡
傘
概
賞
金
を
開
く

「
海
に
か
け
た
男
の
ロ
マ
ン
」
は
、
こ

れ
ま
で
海
事
専
門
家
と
し
て
県
内
の
各

新
開
に
連
載
し
た
記
事
や
寄
稿
、
講
演

内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
海
の
男
と
し

て
活
躍
し
た
内
容
等
で
す
。

お
読
み
に
な
り
た
い
方
は
、
大
洗
タ

ー
ミ
ナ
ル

K
K
(岱
侃

1
3
3
2
5
)
へ

申
込
下
さ
い
。

一冊

1
、
8
0
0
円

大
洗
タ
ー
ミ
ナ
ル
株
式
会
社
副
社
長

斎
藤
宏
さ
ん
が
、
こ
の
度
「
海
に
か
け

た
男
の
ロ
マ
ン
」
を
出
版
。
去
る
口
月

6
日
京
成
ホ
テ
ル
に
約
捌
人
が
集
ま
り
、

感
大
に
出
版
記
念
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。斎
藤
さ
ん
は
、
永
年
、
外
国
航
路
の

船
長
と
し
て
世
界
の
海
を
駆
け
巡
り
、

愛
称
「
キ
ャ
プ
テ
ン
(
船
長
)
」
と
呼
ば

れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

祝
賀
会
で
、
「
少
年
時
代
を
水
戸
で

過
ご
し
、
遠
足
で
行
っ
た
大
洗
の
海
に

大
き
な
魅
力
を
感
じ
外
回
航
路
の
船
長

に
な
り
ま
し
た
」
と
挨
拶
。
出
版
の
喜

ぴ
を
噛
み
締
め
て
い
ま
し
た
。

会
場
入
口
で
は
、
‘
キ
ャ
プ
テ
ン
が
長

年
丹
精
込
め
て
作
っ
た
「
か
ラ
ス
浮
玉

一
輪
ざ
し
」
を
配
布
、
日
本
水
難
救
済

会
大
洗
救
難
所
へ
の
募
金
を
呼
び
掛
け
、

集
ま
っ
た
募
金
額
2
1
、
3
7
0
円
を
寄

付
し
ま
し
た
。

出
版
は
三
冊
目
。
今
回
の
出
版
し
た

鹿
島
灘
沿
岸
は
、
全
国
有
数
の
ハ
マ

グ
リ
漁
場
と
な
っ
て
お
り
、
大
洗
港
に

お
け
る
水
揚
高
で
も
大
き
な
割
合
(
全

体
の
約
却
%
)
を
占
め
て
い
ま
す
。

大
洗
町
漁
業
協
関
組
合
(
小
松
崎
七

之
介
組
合
長
)
で
は
、
こ
の
貴
重
な
ハ

マ
グ
リ
資
源
を
守
る
た
め
毎
年
初
t
位

の
稚
異

(
3
1
4
m
)
を
放
流
し
資
源

保
護
培
養
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の

稚
貝
は
、

3
年
ほ
ど
で
7
1
8
仰
と
立

派
に
成
長
し
皆
さ
ん
の
食
卓
に
の
ぼ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

又
、
放
流
ば
か
り
で
な
く
自
主
禁
漁

匿
を
設
け
た
り
操
業
時
間
を
制
限
し
た

り
と
様
々
な
努
カ
で
資
源
の
枯
渇
を
防

い
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
取
組
み
に
水
を
さ
す

の
が
密
漁
で
す
。
大
切
に
つ
く
り
育
て

た
「
海
の
作
物
」
を
開
聞
に
ま
ぎ
れ
て
根

こ
そ
ぎ
盗
む
許
し
が
た
い
行
為
で
、
毎

年
相
当
且
一
塁
の
資
源
が
乱
獲
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
組
合
で
は
、
密
漁
監

視
船
や
レ
ー
ダ
ー
等
最
新
機
器
を
導
入

し
、
一
年
姉
目
、
当
番
制
で
日
夜
密
漁

の
監
視
取
締
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一

日
の
操
業
を
終
え
て
か
ら
の
敬
締
り
は

大
変
な
労
働
で
す
が
密
漁
か
ら
資
源
を

守
る
た
め
組
合
一
丸
と
な
っ
て
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

h
v

レ
i
ダ

i
で
監
祝
す
る
組
合
員

愛
好
家
の
方
は
、
詠
草
朗
読
、
選

歌
、
高
点
歌
朗
詠
、
五
評
研
究
を
一

首
ず
つ
行
い
、
真
剣
率
直
な
感
想
意

見
の
交
換
を
し
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

第
印
日
開
削
大
畿
郵
芸
舗
文
化
祭
短
歌
会

去
る
、
日
月
口
日
町
中
央
公
民
館

で
第
四
国
大
洗
町
芸
術
文
化
祭
短
歌

会
が
「
空
」
(
そ
ら
・
く
う
)
の
題
詠

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

短
歌
会
参
加
者
作
品
紹
介

大
変
に
冴
、
え
き
わ
ま
り
て
満
月
は

富
者
も
貧
者
も
等
し
く
照
ら
す

加

部

東

ふ

み

朝
顔
の
咲
き
つ
ぐ
蔓
の
そ
の
先
に

蒼
澄
む
空
は
秋
の
匂
い
す

堀

野

満

穂

空
の
車
両
海
の
青
き
を
く
っ
き
り
と

区
切
り
て
遠
し
水
平
線
は

三

村

住

江

病
棟
を
出
で
て
仰
ぎ
し
一
昨
日
記
に

昨
夜
の
看
取
り
を
慰
撫
さ
れ
て
お
り

身

内

ゆ

み

ひ
と
す
ち
の
飛
行
機
雲
の
白
ほ
ぐ
れ

秋
空
ふ
か
き
青
に
溶
け
ゆ
く

川

上

冬

樹

稲
妻
の
瞬
時
夜
空
を
紅
に
走
る
や

雷
鳴
地
を
と
よ
も
せ
り
原

田

喜

美

子

無
重
力
空
間
に
立
つ
毛
利
刊
さ
ん
の

受
よ
り
の
声
教
室
に
届
く

勝

山

一

美

こ
よ
な
く
も
晴
れ
し
大
空
の
肱
ゆ
き

に
一
保
あ
ふ
る
る
病
癒
ゆ
今
朝

杉

山

富

久

秋
空
に
白
雲
流
れ
東
よ
り
高
く
飛
ぴ

ゆ
く
岳
繁
一
羽

山

本

こ

海
の
う
え
空
行
く
晶
一
去
を
見
て
い
た
ら

お
お
い
雲
よ
と
呼
び
た
く
な
り
ぬ

浅

野

長

雄

税
だ
よ
り

つ

戦
争
は
勝
つ
も
負
け
る
も
総
て
空

国
敗
れ
し
も
こ
の
栄
あ
り

白

山

佳

男

二
時
間
の
花
火
は
終
わ
り
鴻
町
を

夜
変
覆
い
て
震
か
げ
覗
く

関

根

厚

声
高
に
語
ら
い
何
ら
今
朝
も
通
る

異
閉
聞
の
空
に
働
く
人
達
篠

原

琴

代

「
雲
の
上
は
い
つ
も
青
空
」
笑
み
た
た
'

、
え
励
ま
し
呉
れ
し
部
を
忘
れ
得
ず

関

根

秀

子

秋
空
を
音
な
く
飛
行
雲
の
び
て

や
が
て
消
え
ゆ
く
夢
の
ご
と
く
に

古

川

和

綿
雲
の
流
る
る
空
の
澄
む
膏
に

心
う
ば
わ
れ
し
ば
し
見
と
れ
り

庄

司

千

代

子

空
っ
風
吹
き
初
む
頃
か
古
里
の

山
河
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
し

川

崎

京

子

占
宣
伝
の
声
を
空
か
ら
降
ら
し
く
る

セ
ス
ナ
機
ゆ
る
く
旋
回
つ
づ
く

照

沼

と

よ

子

仰
ぐ
空
危
倶
せ
し
か
酔
も
遠
ざ
か
り

雲
間
に
浮
か
ぶ
十
五
夜
の
月

滝

ヶ

崎

東

コt
I=! 

。
軽
油
を
燃
料
と
す
る

ト
ラ
ッ
ク
や
棄
閤
車
を

寵
閉
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

軽
油
は
県
内
の
給
油
所
で
給
油
し

ま
し
ょ
、
7
。

軽
油
の
料
金
に
は
、
一
リ
ッ
ト
ル

に
つ
き
二
四
円
一
二

O
銭
の
軽
油
引
取

税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
税
金
は
、
県
内
の
道
路
整
備

の
た
め
の
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

軽
油
に
灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
て
自

動
車
に
使
用
す
る
の
は
脱
税
行
為
と

な
り
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
水
戸
県
税
事
務
所
間
税
課

程
二
一
ー
ー
四
八

O
O



らあ 平成4年12月713

大洗町長

(一髄金計)
執行済額・・・2，200，7叩千円
(執仔率…36.1%)

t"' 

収入j資額"'3，084，4日7千円
(1説入率"，50.7%)

予算額…6，目的，139千丹

おお(5)第252号

大洗町告示第29号
地方自治法第243条の3第1項及ぴ大洗町財政状況の作成及ぴ

公表に関する条例により、私たちの匝Tの財政状況(平成4if.4

月1日から 9月30B)を次のとおり公表します。

平成4年12月1日

宏竹内

護霊ー離合計予算執有状況

(歳入) (単位:千円)

区 分 王見計予算額

人 千ヰ 費 1，829，714 I 

物 {牛 費 777，771 

維持補修費 41，060 

扶 助 費 240，445 

補助費等 639，304 

普通建設事業費 889，534 

(1) 補 劾 35，103 

(2) 単 主虫 854，431 

災害復!日事業費 10，171 

ノ“ι又a、 イ童 費 667，084 

f責 主L 金 201，518 

投資及び出資金 97，959 

貸 イ寸 金 9，162 

繰 出 金 526，255 

予 備 費 48，942 

Z口入 言十 5，978，919 

(性質別)(単位・千円， %) 

区 分 現計予算額 繰繰越事越業費額等 予充備当 事費買 言十 支出済綴 執行率

1 .議 ~ ミ 費 124，103 124，103 57，655 46.5 

2.総 務 費 1，189，485 35，020 1，327 1，225，832 519，596 42.4 

3.民 生 費 715，593 2 715，595 248，609 34.7 

4 衛 E主 費 675，542 2，946 678，488 260，085 38.3 

5.労 働 費 87 87 87 100.0 

6.農林水産業費 356，972 8，700 365，672 73，259 20.0 

7.商 エ 費 296，617 7，579 304，196 140，222 46.1 

8.土 木 費 1，034，181 40，000 1，900 1，076，081 172，335 16.0 

9. ?肖 平主 費 245，714 433 246，147 103，361 42.0 

10.教 脊 費 549，577 848 550，425 264，367 48.0 

11.災主害復 18費 10，171 10，17l 325 3.2 

12.公 {責 費 667，235 667，235 296，099 44.4 

13. ~者支出金 64，700 26，500 91，200 64，700 70.9 

14.予 f蕗 費 48，942 48，942 。 0.0 
歳出合計 5，978，919 110，220 15，035 6，104，174 2，200，700 36.1 

(平成4年9月初日現在)

出)(歳(単位:千円， %) 

区 分 現計予算額 繰繰越越μ額事充業当費財等源 計 収入i斉額 収入率

1 町 I見 2，602，084 2，602，084 1，622，345 62.3 

2 地方譲与税 143，846 143，846 25，675 17.8 

3.利子都交付金 84，043 84，043 24，359 29.0 

4 交コγ付レフ金場利用税 46，100 46，100 18，706 40.6 

5 特交E付け金邑方消費税 1 1 。。。
6 交自動付車金取得税 49，800 49，800 12，514 25.1 

7. :l也方交付税 605，806 605，806 777，146 128.3 

8 特交通別安交付全対金策 4，000 4，000 2，775 69.4 

9 分負担担金金及び 139，974 139，974 36，772 26.3 

10草22及び 187，442 187，442 121，812 65.0 

11. ~富庫支出金 233，054 233，054 27，093 11.6 

12.県支出金 266，819 6，090 272，909 45，164 16.5 

13 財産収入 201，502 201，502 97，064 48.2 

14.寄 訴す 金 303 303 600 198.0 

15 繰 入 金 505，155 505，155 6，363 l.3 

16 繰 越 金 138，926 75，130 214，056 238，926 11l.6 

17 諸 ~:'Z 入 349，864 349，864 27，093 7.7 

18 町 イ貢 420，200 29，000 。 0.0 
歳入合計 5，978，919 110，220 6，捌，1391 3，捌，407 50.7 

(平成4年9月初日現在)(平成4年9月30日現在)

(単位:千円， %) 

執 行 事責

会 玉Rきムi 名 毛見計予算額 歳 入 曹民 出

収入済額 収入率 支出i資額 執行率

国民健康保険特別会計 1，718，806 754，811 43.9 623，626 36.3 

老人保健特別会計 1，182，279 514，456 43.5 536，126 45.3 

収益約 420，139 219，592 52.3 121，252 28.9 

水道事業会計 (収入) 370，346 3，914 l.1 
資本的

(支出) 442，794 39，615 8.9 

(収入) 59，699 25，125 42.1 
地方卸売市場冷凍 収益的

(支出)
冷蔵事業特別会計

56，500 21，590 38.2 

資本的 (支出) 3，199 1，565 48.9 

桜遂土地区蔵主主理事業特別会計 242，320 7.8 35，131 14.5 

サイクリング、ターミナル事業特別会計 18，343 71.1 6，653 36.3 

公平委員会特別会計 11，912 44.1 5，278 44.3 

公共下水遂事業特別会計 825，045 44，165 5.4 41，085 5.0 

重量特別会計歳入歳出予算執荷状況重量一離金計地方債現在高(単位:千， %) 

区 分 元金米償還額 構成比

一般公共事業債 300，549 6.6 

被単独事業債 2，518，249 55.4 

公営住宅建設事業債 393，114 8.6 

義務教育施設整備事業僕 25，793 0.6 

災害復!日事業債 。 0.0 

一般廃棄物処理事業債

厚生福祉施設重量備事業債 263，776 5.8 

転 貸 {責 4，505 0.1 

員オ i原、 対 策 イ責 522，355 11.5 

臨時財政特例l僕 14，768 0.3 

言問 整 イ責 122，495 2.7 

県 貸 イ寸 金 337，423 7.4 

そ (1) 他 46，900 1.0 

メ口入 計 4，549，927 100.0 

題審ー離会計町有財産の状況

地..................2，197，332. 59m' 

⑧有価証券・基金…・一 2，594，504千円

1 行政財産…...…583，586.16m'

2.普通財産……1，613，746.43m'

物…・…ー……・・… 60，610目40m'

1 .行政財産・…・・… 60，190.71m'

2.普通財産・……一"，，419.69m' 

(平成4年9月30日現在)

曜器土

@建

1 有価証券…・・・……69，468千円

金…・・・ 2，525，036千円2.基
(平成4年9月30日現在)

町名 金額

明神町1 19，500円

11 2 25，000円

11 3の上 15，500円

11 3の下 11，000円

11 4 12，000円

11 5 24，000円

11 6 14，500円

11 7 27，500円

11 8グ)1 10，000円

118(7)2 9，000円

118(7)3 12，000円

11 9 17，500円

11 10 11 ，500円

東光台 1 50，000円

11 2 30，500円

11 3 39，000p:j 

一丁目1の上 25，600円

11 1の下 18，000円

11 2 19，500円

11 3 11，500円

11 5 8，000円

汐見ヶ丘 13，000円

ニT131のl 13，000円
11 1σ) 2 15，500円

11 2 29，200円

11 3 30，500円

11 4 12，000円

仲田T1 7，500円
11 2 20，000円

町名 金額

角一 5 25，500円

11 6 16，600円

富士見合 9，000丹

前原 1 16，000p:j 

11 2 19，500円

11 3 16，000円

原研住宅 22，500円

東北大寮 2，500円

神 山 10，000円

)11 ロ 6，500円
荒 ノ1:コ、 21，500円

浜 欠 5，000円

古 宿 31，000円

上 宿 18，500円

中 宿 17，000円

下 宿 13，500円

矢 場 13，500円

子 拓 5，000円

松)11報国 11，500円

松)11第一 9，000円

松川中部 7，500円

松)11共励 6，000円

松)11第一 8，500円

大谷 )11 6，500円

成 回 7，000円

合計 2，742，800円

lIlJ名 金額

ミ子釜 8 10，500円

11 9 11，000円

11 10 12，500円

" 11 21，500丹
" 12 6，500丹
船 J度 I 10，500円

" 2σ) 1 14，000円

" 2(7)2 7，500円

11 2(7)3 11，000円

11 3 20，000円

" 4 13，000円
蔵前 1 19，800円

11 2 14，000円

11 3 5，000円

11 4 13，000円

上宿 1 11，000円

11 2 12，000円

中宿 1 15，000円

11 2 15，000円

北清水1 18，000円

11 2 12，000円

南清水1 9，000円

11 2 13，000円

" 3 11，500円
角-1 14，500円

11 2 36，000円

" 3グ)1 14，500円

11 3σ) 2 13，000円

11 4 8，500円

町名 金額

永町 14 25，000円

11 15グ)1 30，500円

11 15σ) 2 13，500円

11 16グ)1 30，500円

11 16(7) 2 25，500丹

11 16グ)3 31，500円

11 17 26，000p:j 

髭釜 1 17，500円

11 2 19，500円

11 3 18，500円

11 4 18，500円

11 5 17，000円

11 6 12，500円

" 7 17，000円

" 9 14，000円
" 10(7) 1 32，000円

11 10グ)2 25，500円

11 10σ)3 15，000円

1111σ) 1 32，500同

1111の 2 30，000円

11 12 21，500円

11 13 10，500円

寺釜 1 13，500円

11 2 12，000円

11 3 15，500丹

11 4 9，000問

11 5 11 ，500円

11 6 14，000円

11 7 9，000円

今
年
も
「
赤
十
字
社
費
増
強
運
動
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

毎
年
、
町
内
会
長
さ
P

ん
を
通
じ
て
町

民
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
ロ
月
1
日
現
在
で
は
、

社
費
二
百
七
十
四
万
二
千
八
百
円
が
集

ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民

の
み
な
さ
ん
と
町
内
会
長
さ
ん
各
位
の

深
い
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
、
心
か
ら

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
社
費
は
、
災
害
救
護
、
血

液
事
業
の
推
進
、
青
少
年
赤
十
字
の
育

成
な
ど
、
数
多
く
の
赤
十
字
事
業
に
使

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

社
費
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
町
内

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
未
整
理
の
町
内
が
若
干
あ
り

ま
す
が
、
現
在
も
運
動
期
間
中
で
す
の

で
、
重
ね
て
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成4年度

(平成4年9月30日現在)

罰了 名 金額

新町5の1 16，000円

11 5σ) 2 10，500円

11 5σ) 3 18，500円

11 6 25，000円

11 7σ)1 9，000円

月 7グ)2 8，500円

117(7)3 17，000円

11 8 14，000円

11 9(7)1 29，500円

11 9σ) 2 18，000円

11 10 12，000p:j 

11 11 12，000円

11 12 11 ，500円

五反田 1 6，000円

11 2 9，500円

11 3 6，500円

永町 1 11，000円

11 2 15，000円

11 3 11 ，500円

" 4 10，500円
11 5 13，000円

11 6 13，500円

11 7 18，500円

11 8 11，000円

11 9 18，500円

11 10 32，700円

11 11 14，000円

H 12 15，500円

If 13 40，000円

町名 金額

仲町 3 17，500問

11 4 23，000円

金沢 1 14，000円

" 2 12，500円
11 3 10，000問

11 4 17，500円

11 5 18，500円

祝町 1 42，500円

11 2の 1 17，000円

11 2σ) 2 23，000円

11 3 13，500円

" 4 32，500円
11 5 20，500円

11 6 6，000円

11 7 8，000円

11 8 9，500円

松ケ丘1 24，000円

" 2 23，000円
通関T1 10，500円

" 2 26，400円
11 3 8，000円

新町1の1 11，500円

111(7)2 5，000円

11 2グ)1 7，000円

11 2の 2 5，000円

11 3グ)1 8，000p:j 

11 3σ)2 17，500円

11 4 8，500円

11 5 16，500円



らあ 第252号 (6)

年来@年輪車}之、譲歩J&~露議

選第iこついて{お鮪らせ}
今
年
も
い
よ
い
よ
師
走
に
入
り
ま
し

た
。
日
頃
皆
様
に
は
、
清
掃
業
務
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

き
て
、
年
末
・
年
始
の
ご
み
収
集
業

務
に
つ
き
ま
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
御
協
カ
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。〔
ご
み
収
集
業
務
)

。
も
え
る
ご
み

ロ
月
羽
田
開

L、

指
定
曜
日
収
集

(
平
常
業
務
)

指
定
曜
日
収
集

(
平
常
業
務
)

@
も
え
な
い
ご
み

ロ
月
初
日
肘
指
定
曜
日
収
集

ロ
丹
羽
日
仰

おお

O
場

所

O
入
場
料

(
平
常
業
務
)

。
年
始
1
月
4
日
間
平
常
通
り

※
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
大
洗
町
清
掃

管
理
係
宮
町
5
0
8
9
へ
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

盤
鰯
欄
麟
欄
鰯
轡

大
競
珂
成
人
式
に
つ
い
て

来
春
開
催
す
る
、
平
成
五
年
大
洗
町

成
人
式
の
該
当
者
は
、
昭
和
U
年
4
月

2
B
か
ら
昭
和
錦
年
4
月
1
日
の
間
に

生
ま
れ
た
方
で
す
。

現
夜
、
町
外
へ
転
出
(
大
学
進
学
・

就
職
等
)
さ
れ
て
い
る
方
で
、
当
町
の

成
人
式
に
出
席
さ
れ
た
い
方
は
、
ロ
丹

江
臼
(
金
)
ま
で
に
教
育
委
員
会
社
会
教

育
係
(
器
防
1
2
4
4
2
)
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

な
お
、
成
人
式
の
案
内
状
(
ハ
ガ
キ
)

は
成
人
該
当
者
宛
に
送
付
い
た
し
ま
す
。，
 

口
問
調
回
淵
W
閣〕

O
期
日
平
成
5
年
1
月
日
日

(
成
人
の
日
)

受
付
@
午
前
9
時
加
分

式
典
@
午
前
日
時
1
1
時

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

。
時

間

水
戸
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
、
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な

っ
て
無
料
交
通
事
故
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

ま
た
、
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
(
直
通
器
部
1
6
9
3
)

O
相
談
日
月
曜
か
ら
金
曜

午
前
9
時
加
分
i
ロ
時
午
後
1
時

1
4
時
mw
分
(
祝
祭
日
を
除
く
)

O
弁
護
士
相
談
日
毎
週
水
曜
日
午
後

ー
持
i
4
時

O
場
所
水
戸
自
動
車
保
険
請
求
相

談
セ
ン
タ
ー
四
u
m
-
-
3
3
1

O
場

所

毎
年
冬
に
な
る
と
、
凍
結
に
よ
っ
て

修
繕
の
依
頼
が
殺
到
致
し
ま
す
。

凍
結
は
、
給
水
管
の
継
手
類
に
多
い

の
で
、
本
格
的
な
中
央
、
き
に
な
る
前
の
今

の
時
期
に
、
給
水
装
置
の
点
検
・
補
強

を
済
ま
せ
、
安
心
し
て
冬
を
迎
え
ま
し

ト品、「ノ。

日
間
岡
国
間

気
混
が
マ
イ
ナ
ス
4
度
以
下
に
な
る

と
、
防
寒
の
不
完
全
な
水
道
管
は
凍
っ

た
り
、
破
れ
つ
し
た
り
し
ま
す
。

特
に
多
い
の
は
、
次
の
よ
う
な
場
所

で
す
。
O
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ

O
水
道
管
が
北
向
き
に
あ
る
と
こ
ろ

O
風
あ
た
り
が
強
い
と
こ
ろ
の
水
道
管

※
防
寒
の
し
か
た

保
温
材
を
巻
き
ま
す
。
蛇
口
が
破
れ

っ
し
や
す
い
の
で
、
上
ま
で
完
全
に
包

ん
で
で
き
い
。
保
温
材
に
は
、
手
近
な

も
の
と
し
て
毛
布
・
布
な
ど
が
あ
り
ま

平成4年12汚7臼

※
3
歳
以
上
回
一
料
金

O
前
売
券
発
売
所

B
O
O
K
Q
・
坂
本
文
具
府
・
マ
ミ
!

?
!
ト
き
か
げ
ん
・
モ
ン
テ
ヤ
マ
ザ
キ
大

川
西
宿
・
マ
ミ
!
?
i
ト
し
ま
ち
ゅ
う
・

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
・
花
菱
楽
器
(
那

珂
湊
市
)
・
あ
か
と
ん
ぽ
(
鉾
田
町
)

O
主
催
自
主
事
業
企
画
実
行
委
員
会

O
お
問
い
合
せ

官

邸

ー

1
2
4
4
2

(
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
事
務
所
)

の
受
通
事
故
関
庄
内
L

つ
い
て

年
末
年
始
は
、
忘
年
会
・
新
年
会
等

で
の
飲
酒
の
機
会
が
増
え
、
交
通
事
故

の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

「
ゆ
く
年
く
る
年

笑
顔
で
お
く
ろ
う
交
通
安
全
」

町
民
の
皆
様
一
人
一
人
が
交
通
安
全

意
識
を
持
ち
、

O
飲
酒
運
転
の
追
放

O
シ
i
ト
ベ
ル
ト
@
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
諸

国
間
の
徹
底

O
夜
間
及
び
簿
背
骨
時
の
交
通
事
故
防
止

正
し
い
交
通
ル

l
ル
の
実
践
と
交
通

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
追
放
三
な
い
運
動

@
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い

す
。
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
巻

い
て
、
保
温
材
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。問
問
問
問
閣
刷
刷
閣
川
岡
剛
凹

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ

っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
と
か
し

ま
す
。熱
湯
は
か
け
な
い
で
下
さ
い
。

※
水
道
管
が
破
れ
つ
し
た
時
は

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
フ
タ
を
開
け
、

中
の
ハ
ン
ド
ル
を
回
し
て
水
を
止
め
て

下
さ
い
。
そ
し
て
、
最
寄
り
の
指
定
水

道
工
事
肩
、
ま
た
は
水
道
課
に
修
理
を

依
頼
し
て
下
さ
い
。
宮
町
!
5
1
2
5

。
大
洗
町
指
定
水
道
ヱ
事
腐
一
覧

エ

事

庖

名

一

代

表

者

名

一

電

話

番

号

本

工

舎

一

堀

川

豊

一

U

1

5

0

4

6

銅
佐
藤
設
備
工
業
一
佐
藤
隆
一
昨
1
3
6
9
3

械
コ
モ
リ
工
業
一
小
森
邑
隠
一
切
!
3
5
7
1

陶
山
本
設
備
一
山
本
憲
行
一
同
町
{
5
6
8
8

陶
八
千
代
工
学
一
一
粉
川
敏
一
侃
t
1
1
0
8

附
加
治
設
備
工
業
一
皆
藤
信
一
郎
一
侃
1
2
4
0
6

井
上
設
備
工
業
一
井
上
武
久
一
町
;
5
2
8
4

鋼

大

川

設

備

一

大

川

渉

一

回

1

1

4

6

1

@
溜
を
飲
ん
だ
者
に
は
運
転
さ
せ
な
い

@
運
転
す
る
者
に
は
溜
を
出
主
な
い

と

(1 I月1日現在)

出生13人

転出49人

転入41人

の人

人口20，963人(一14)

男 10，375人(-2) 

女 10，588人(-12) 

世帯数6，370戸(+2) 

(H 4 .11.12現在)

開催臼 害毒始待問 {援 事 内 官同判 詩書催場所 主 催 入場方法

缶4詰(6日)働11働18日 18: 00- コーラス練習 中会議議 コールさざなみ 関係者

12月10日(木) 13: 00- 年大洗志町、高れ年者演タフ芸ブ大 会 ホール ロータリークラフ 無料

12月11日(金) 9 : 00- 連転免許吏新持議官ヨ会 大会議室 水戸地区交通安全協会 無料

12月13日(日) 14: 00- { 耳三 期 演 奏 会 ホール 県立大洗高等学校 無料

12月20日(日) 13: 00- ピア ノ発表会 ホール l口入 同 無料

(1214，-...，20) 大競文化センター

つ
い
て

死亡19人

水
戸
地
域
7
3
A
の
広
域
合
併
に
あ

た
っ
て
、
新
し
く
誕
生
す
る
J
A
の
名

称
を
募
集
し
ま
す
の
で
町
民
の
皆
さ
ん

ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

O
新
名
称

。

0
0
0
0農
業
協
同
組
合

ひ
ら
が
な
に
な
お
し
た
場
合
「
農
業

協
同
組
ム
口
」
以
外
の
部
分
が
「

J

(
濁
点
)
や
「
。
」
(
半
濁
点
)
も
1
字

と
み
な
し
て
刊
文
字
以
内
と
す
る
こ

〉」。

O
応
募
方
法

官
製
は
が
き
1
枚
1
件
(
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
年
齢
・
職
業
・
性

別
を
記
入
の
こ
と
)

O
応
募
先

一
T
m
i
H
U
水
戸
市
赤
塚
2
丁
目
幻
番
地

(
水
戸
市
農
協
内
)

水
戸
地
域
農
協
広
域
合
併
推
進

協
議
会
事
務
局
宛

O
応
募
資
格

大
洗
町
・
水
戸
市
・
茨
城
町
・
内
原

町
・
常
北
町
・
桂
村
に
住
所
を
有
す

る
方

O
締
め
切
り

平
成
4
年
ロ
月
日
日
(
砧
日
消
榔
)

O
発

表

一
平
成

5
年
2
月
K
L旬

7
J
A
本
支
所
の
窓
口
及
び
日
本
農

業
新
聞

O
賞

金
最
優
秀
賞
1
点
5
万
円
、
優
秀
賞
2

点
2
万
円
ず
つ
、
佳
作
3
点
1
万
円

ず
つ
、
た
だ
し
い
ず
れ
の
賞
も
該
当

者
多
数
の
と
き
は
抽
選
で
決
定
す
る

O
そ
の
他

採
用
の
場
合
名
称
の
使
用
登
録
権
は

水
戸
地
域
農
協
広
域
合
併
推
進
協
議

会
に
属
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
J
A
水
戸
地
域
広

域
合
併
推
進
協
議
会
事
務
局
へ

密
日
j
a
t
o
ι
$
$
2
3
6
5

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センタ-ft66-2442へお問い合わせ下さい。

今
年
も
残
り
少
く
な
り
ま
し
た
。

年
末
を
迎
、
ぇ
、
何
か
と
あ
わ
た
だ
し

い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
健
康
に
留
意

さ
れ
、
由
民
い
お
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。

保纏センター

?芝より

1 12 12 
月/ / / / 

(木)7 側 24附 10備員

芋L
歳 事

1昆 種
;:一、
カ
事長

月
健 {昆

健児 名
言色 メ口入 ~~ ト

生生 生 1 
後後 f去

歳6 力6 2 24 
対

カカ カ

月月 月
月
σ〉

I I 誕
7 3 48 主主 象
カカ カ 日
月月 月

達にたし
σ)(1) ま
手L乳 て事

名
児児 (1) 
幼 幼
児 児

1 1 1 
2持 2時 2時
時00時15待。。
00分 日分 00分
分 分 分

ゆ
「
成
分
献
監
」
実
情
鵬
の
お
知
ら
せ

左
記
に
よ
り
「
成
分
献
血
」
を
笑
施
年
齢
(
四
歳
j
似
歳
)
・
体
重
一
(
国
刀
性

い
た
し
ま
す
の
で
町
民
の
皆
様
の
ご
協
叩
均
以
上
、
女
性

ω旬
以
上
)
・
そ
の

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
他
当
日
の
血
液
の
比
重
、
血
圧
及
び

記

体

調

が

良

好

な

方

。

O

B

時

ロ

月

沼

目

別

O

成

介

献

血

申

込

方

法

午
前
の
部
午
前
9
時
制
分
j
正
午
成
分
献
血
は
、
一
人
的
分
程
度
の
採

午
後
の
部
午
後
1
持
j
午
後
4
時
血
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
申
込

O
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
制
と
な
り
ま
す
。
献
血
に
ご
協
力
い

O

献

血

内

容

だ

だ

け

る

方

は

、

ロ

月

日

白

制

ま

で

成
分
献
'
m
(
血
液
中
の
血
祭
だ
け
を
に
保
健
課
保
健
衛
生
係
(
宮
前
1
5

献

血

す

る

も

の

で

す

)

1

1

1

)

ま

で

お

申

込

下

さ

い

。

O
献
血
の
で
き
る
人

'
0
主

催

大

洗

町

「越川町山能回目泊四日剖削繍川町」

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
1
午
前
日
時
)

O
立
月
8
臼
川
w
o
ロ
丹
江
白
幽

0
1
月

8
日
樹

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

喜一
E

一主主主一-蘇る陣齢、と

期
待
大
き
い
い
わ
し
の
油
脂

(
E
P
Aと
D
H
A
)

魚
の
脂
肪
に
含
ま
れ
る
、
注
目
の
脂

肪
酸
E
P
A
(
エ
イ
コ
サ
ベ
ン
タ
エ
ン

酸
)
と
D
H
A
(
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン

酸
)
は
、
老
化
防
止
や
政
栓
予
防
な
ど

の
働
き
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
役
割
が
違
い
ま
す
。
E
P
A
は
血

祭
板
凝
集
を
防
ぐ
、
血
栓
予
防
の
働
き

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
D
H
A
は
、
人

間
の
脳
の
中
に
入
っ
て
い
け
る
脂
肪
酸

で
、
記
憶
学
羽
田
機
能
低
下
を
予
防
し
、

思
の
網
膜
の
反
射
作
用
に
も
影
響
を
与

え
ま
す
。
E
P
A
-
D
H
A
の
両
方
と

も
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
ま
す
が
、

D
H
A
の
ほ
う
が
活
性
が
強
い
で
す
。

ち
は
弓

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

l
性
痴
呆
症
が
欧
米

に
多
く
、
日
本
で
は
比
較
的
少
な
い
と

つ
守
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
時
間
年
記
念
事
業

「
一
ニ
笠
露
子
シ
ョ
ー
の
お
知
ら
せ

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
叩
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
コ
ニ
笠
優
子
シ
ョ
i
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
0

0
日
時
平
成
5
年
1
月
日
日
制

一
部
午
後
1
時
間
演

二
部
午
後
5
時
間
演

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

前
売
料
金
(
自
由
席
)

2
、
5
0
0
円

当
日
料
金

3
、
0
0
0
円

新町10区
りゅうたろう

高崎龍太郎ちゃん

( 1歳5ヶ月)

o
u月
お
日
樹
内
科
医
診
断

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓

練

対

象

壁

5っ
た
方
で
機
種

復
訓
練
を
必
要
と
す
る
方

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

ザ

襲撃

さ
れ
て
き
た
の
は
、
日
本
人
が
い
わ
し

な
ど
の
魚
介
類
を
よ
く
食
べ
て
い
た
か

ら
だ
と
い
、
つ
考
え
方
も
で
き
そ
、
7
で
て

最
近
の
研
究
で
も
、
子
ど
も
の
知
能

に
つ
い
て
、
母
乳
に
含
ま
れ
て
い
る
D

H
A
が
深
く
影
響
を
与
え
て
い
る
と
か
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
i
症
で
亡
く
な
っ
た
人

た
ち
の
脳
で
は
、
D
H
A
が
非
常
に
少

な
か
っ
た
、
な
ど
の
デ
i
タ
ー
が
出
て

い
ま
す
。
E
P
A
-
D
H
A
が
一
番
多
く
含
ま

れ
る
部
分
は
、
皮
と
肉
の
聞
の
自
く
な

っ
た
脂
肪
部
分
。
冷
凍
や
加
熱
、
子
物

に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
指
肪
酸
の
量
は

ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
調
理

を
工
夫
し
、
家
族
み
ん
な
で
、
も
っ
と

い
わ
し
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

(
栄
養
士
・
野
口
洋
子
記
)


